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【令和元年度実績】 

1. 優れた若手・女性・外国人研究者が活躍する自立的研究基盤の構築と

活躍機会の創出 

No.09 ①-2 多様な教員構成の確保 
No.28 ①-3 優れた若手・女性・外国人研究者の積極的登用 
No.40 ①-1 国際競争力向上に向けた基盤強化 
計画  
令和元年度は、継続的に取り組んできた優れた若手・女性・外国人研究者が活躍する研究基盤と

自立的な研究環境構築のための「尚志プログラム」を、全学的協力体制のもとに実施される「東北

大学版テニュアトラック制度」とリンクして実施する。中期目標である、学際科学フロンティア研究

所を活用した５０名規模の優れた若手研究者の採用と育成を目指して、国際公募によって任期付

き助教を採用する。採用された助教に対し、学内の研究科、研究所との密接な連携のもとに、独

立した研究環境とメンターによる支援体制を構築し、異分野融合による学際的研究の開拓による

新たな知の創造と、任期満了後の安定的な雇用の実現を支援する。 
具体的には、令和元年度に助教１４名を国際公募によって採用する予定である（【添付 1 および

2】公募要項（助教）.pdf、Recruitment-Assist. Prof..pdf）。また本公募と同時並行して、テニュア

トラック制度を基本とする卓越研究員の選考（最大７名、【添付 3】 文科省 ポスト提示.pdf）も進

める計画である。 

さらに、すでに本所に在籍する助教については、３年度目（中間）および最終年度等において学内

ポジションへのキャリアップを関連部局とともに検討する。 
これらの取り組みは、若手研究者の柔軟な発想を基に、異分野融合をキーワードにした自立的研

究環境を提供し、育成を推進するきわめて新規性、独自性が高い取り組みである。また、政府が

統合イノベーション戦略等で推進する優秀な若手研究者の活躍機会創出に大きく貢献している。 

実績報告  
平成２５年度に創設した優れた若手・女性・外国人研究者が活躍する研究基盤と自立的な研究環

境構築のための「尚志プログラム」は、国内外からこれまで毎年１０倍を超える応募者倍率となっ

ていて（資料１）、非常に注目されている。令和元年度の募集においても、１３．７倍の応募者があ

り、非常に高い関心を集めている。また、令和元年度は平成３０年度に新たに構築した東北大学

テニュアトラック制度を基本とする「卓越研究員」（最大７名）を同時に公募し、合計３８名の応募が

あり、厳正な審査を経て２名を採用した。現在在籍している若手研究者（助教）に対しても、東北大

学テニュアトラック制度に基づき、最終評価等を経て部局照会し、現在１名が継続雇用を検討中

である。その他、令和元年度には１３名（累計で５４名）の助教が国内外のポジションを獲得して転

出した（資料２）。これまでにポジションを獲得した助教の内訳から見ると、ほぼ半数がキャリアップ

につながっている（資料３）。これらの取り組みは、政府が統合イノベーション戦略等で推進する優

秀な若手研究者の活躍機会創出とキャリア支援に大きく貢献している。（資料１～３はいずれも所

で作成） 

https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E5%85%AC%E5%8B%9F%E8%A6%81%E9%A0%85%EF%BC%88%E5%8A%A9%E6%95%99%EF%BC%89.pdf
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/Recruitment-Assist.%20Prof..pdf
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E3%80%90%E6%B7%BB%E4%BB%983%E3%80%91%20%E6%96%87%E7%A7%91%E7%9C%81%E3%80%80%E3%83%9D%E3%82%B9%E3%83%88%E6%8F%90%E7%A4%BA_0.pdf
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2. 国際レベルの若手研究者人材育成支援および異分野融合・学際分野

における国際的頭脳循環ネットワークとハブの形成  

No.21 ①-3 国際的ネットワークの構築による国際共同研究等の推進 
No.31 ②-2 グローバルな連携ネットワークの発展 
No.40 ①-1 国際競争力向上に向けた基盤強化 
No.42 ①-3 グローバルネットワークの形成・展開 
No.20 ①-2 世界トップレベル研究の推進 
計画  
グローバルに活躍できる若手研究者人材の育成支援のため、海外共同研究及び海外研究集会

への派遣制度を平成１９年度より所内予算により運用している。また、共同研究を前提とした著名

海外研究機関（例えば、海外ベンチマーク校）への海外留学（研修）を所内予算や研究大学強化

促進事業等の外部資金を活用して支援している。 

令和元年度も所内予算によって１０名程度を海外研究集会発表へ、１～２名を海外研究機関に国

際共同研究として派遣し、国際レベルで活躍できる人材を育成支援する。また研究大学強化促進

事業等の外部資金を活用し、原則３ヶ月以上の留学（長期海外共同研究）または共同研究派遣を

実施する。なお、本取り組みについては、若手研究者の国際共同研究をさらに推進するために

「世界で活躍できる研究者戦略育成事業」に本学が主幹校として申請することを計画しており、採

択された場合、本所が運営の責任部局となる予定である。先端学際基幹研究部シニア教員によ

る海外研究機関との共同研究を通じた異分野融合国際的頭脳循環ネットワークとハブ形成につ

いては、所内予算を活用した取り組みを堅持し、海外研究機関との共同研究を通じた拠点形成を

実施する。なお、本ハブ（拠点）形成については令和元年６月に「生体ナノ力学拠点形成」を精華

大学（中国）、UC デービス（米国）、サイモンフレーザー大学（カナダ）等と実施する課題を新たに

採択した。 

このような取り組みは、第５期科学技術基本計画等に記載されている国際的研究ネットワーク構

築の強化とそれにともなう世界で活躍できる研究者育成戦略にもつながるものであり、グローバ

ルなレベルで、自身の研究活動のアピール、研究スキルの向上をはかり、自身の研究活動を進

展・活性化させることができると期待される。また海外の研究者、研究機関とのネットワーク形成

にも大きく貢献することができる。 

https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E5%85%AC%E5%8B%9F%E8%A6%81%E9%A0%85%EF%BC%88%E5%8A%A9%E6%95%99%EF%BC%89.pdf
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/Recruitment-Assist.%20Prof..pdf
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E3%80%90%E6%B7%BB%E4%BB%983%E3%80%91%20%E6%96%87%E7%A7%91%E7%9C%81%E3%80%80%E3%83%9D%E3%82%B9%E3%83%88%E6%8F%90%E7%A4%BA_0.pdf
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E3%80%90%E6%B7%BB%E4%BB%983%E3%80%91%20%E6%96%87%E7%A7%91%E7%9C%81%E3%80%80%E3%83%9D%E3%82%B9%E3%83%88%E6%8F%90%E7%A4%BA_0.pdf
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このような取り組みによって、国際共著論文比率の向上、国際会議での基調・招待講演数の増

加、国際共同・受託研究数の増大等が期待される。 

上述したように、本取組みの一部は所内予算を用いて平成１９年度から実施しており、その実施

時期においても独自性が高く、また組織改編を経ても継続的に発展実施していることから優れて

いると判断できる。 

実績報告  
令和元年度も所内予算によって１１名の助教を海外研究集会や海外研究機関に派遣し、国際レ

ベルで活躍できる人材を育成支援した（資料４ 所作成）。また研究大学強化促進事業等の外部

資金を活用し、３名を３ヶ月以上の留学（長期海外共同研究）に派遣した。先端学際基幹研究部

若手教員の海外研究機関との共同研究を通じた拠点形成「生体ナノ力学拠点形成」では、UC 
Davis、ブリティッシュコロンビア大学、サイモンフレーザー大学の研究者を招聘し、国際交流セミ

ナーを開催した他、３報の国際共著論文を発表した（参考：所に在籍する若手研究者全体の国際

共著論文率は 45.6%（資料５））。 
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このような取り組みを平成２５年度から継続して実施した結果、若手研究者の高い国際共著論文

率（資料５）、Top 10%論文(資料６)および FWCI（資料７）が達成された。（資料５の R1 国際共著

は Scopus による所内集計。資料６、７は Sci Val を用いた所内集計。各年の値はその年の５月に

在籍した教員の７年前から２年前までの論文を対象にしている。比較校の値は参考値。） 
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3. 先端的学際研究の推進と学内学際研究発掘（研究者の自由な発想に

よる異分野融合学際研究の推進） 

No.19 ①-1 長期的視野に立脚した基礎研究の充実 
No.20 ①-2 世界トップレベル研究の推進 
No.25 ③-1 新たな研究フロンティアの開拓 
No.30 ②-1 世界最高水準の最先端研究機構群の設置 
計画  
次代の新たな学問分野創出のため、研究者の自由かつ柔軟な発想による異分野融合学際研究

の推進を目的として、先端的学際研究の推進と学内学際研究発掘を継続的に実施する（平成２５

年度より）。本取り組みは、研究所の基幹的活動である「先端的学際研究の推進」、「学内学際研

究の発掘」、「若手研究者の支援」の３つに関わるものである。この内、「先端的学際研究の推進」

では所内公募で選ばれたシニア教員が「学際研究促進プログラム」を実施し、「学内学際研究の

発掘」、「若手研究者の支援」においては、全学に「学際研究支援プログラム」および「領域創成研

究」を公募して、推進する。令和元年度は「医工分野横断研究によるＸ線位相イメージング医療診

断画像の高コントラスト化」（研究代表者：加藤秀実 金属材料研究所教授）、「非言語的コミュニ

ケーションと政治判断に関する学際的研究」（研究代表者：尾野嘉邦 法学研究科教授）、「地方中

核都市における官立高等教育機関の都市・建築とその近代化に関する学際的・歴史学的研究」

（研究代表者：野村俊一 工学研究科准教授）、「首長竜の首はなぜ長い？自律分散制御が切り

拓く古生物の運動再現手法の新展開」（研究代表者：福原 洸 電気通信研究所助教）など、異分

野融合によって新たな学問分野の創成を目指した、学際研究促進プログラム１件、学際研究支援

プログラム７件、領域創成研究１８件を実施する予定である。 

これらの研究プログラムによって、シニア研究者のみならず若手研究者の研究アクティビティを向

上させ、著名論文への掲載や受賞が期待される。さらに、これまでに実施された公募研究の展開
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や発展も継続的に追跡する予定であり、社会へインパクトを与える技術、研究成果はもとより、国

際共著論文、国際共同研究、高被引用論文（FWCI Top10%）の増大が期待される。 

これらの活動は、異分野融合をキーワードにして次世代を担うシニア・若手研究者の新たな学際

研究を自立的に遂行する支援を研究所独自予算によって実施する取り組みとしてきわめて新規

性、独自性が高い。 

実績報告  
先端的学際研究の推進と学内学際研究発掘を支援する研究プログラム（平成２５年度より継続実

施）を令和元年度は２６件採択し、実施した。この取り組みの結果、第３９回猿橋賞受賞（資料８）

や PNAS 等のハイインパクトの雑誌への論文掲載につながった。さらに、学際科学フロンティア研

究所の Top 10%論文(資料９)の向上や高い FWCI（資料１０）に反映されている。（資料９、１０は

Sci Val を用いた所内集計。各年の値はその年の５月に在籍した教員の７年前から２年前までの

論文を対象にしている。比較校の値は参考値。） 
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資料８.jpg, 資料９.jpg, 資料１０.jpg 
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4. 先端的異分野融合による新たな研究フロンティアの開拓  

No.19 ①-1 長期的視野に立脚した基礎研究の充実 
No.20 ①-2 世界トップレベル研究の推進 
No.21 ①-3 国際的ネットワークの構築による国際共同研究等の推進 
No.22 ②-1 経済・社会的課題に応える戦略的研究の推進 
No.23 ②-2 イノベーション創出を実践する研究の推進 
No.25 ③-1 新たな研究フロンティアの開拓 
計画  
文理医すべてを網羅する６つの研究領域を有する本所の強みを活かし、異分野を融合する先端

的学際研究を推進し、長期的視野に立った基礎研究のみならず、新たな視点で社会にインパクト

を与えられる研究フロンティアの開拓やイノベーション創出を実践する研究課題に果敢に挑戦し、

社会のニーズに応える戦略的研究を推進する。そのため、企画部等を中心にした新たな発想と人

的ネットワークを生み出す異分野交流セミナーの開催やそれらとリンクした研究課題の遂行およ

び広報活動の支援を積極的に行う。 

実績報告  
令和元年度は、観測データの理論解釈によるブラックホールの回転状態に対する理論的制限の

導出（東北大学理学部森田記念賞受賞）（資料１１）、新規の原始後生動物の研究モデルの確立

（資料１２）、ＤＮＡオリガミによる人工細胞微小カプセルの開発（資料１３）等の優れた研究成果が

得られた。異分野融合研究を推進する若手研究者が主宰するセミナー等を令和元年度に２４回

実施した。この中には、学際科学フロンティア研究所の教員がメンバーとして参画し、ほぼすべて

のマスコミ・メディアに取り上げられたイベント・ホライズン・テレスコープ（ＥＨＴ）によるブラックホー

ル撮影に関するセミナーもあり、ＮＨＫの取材を受けた。なお、ＥＨＴは米国ブレークスルー賞も受

賞している（資料１４）。このような取り組みは、若手研究者一人あたりに論文数（資料１５）、国際

共著論文率、Top 10%論文、FWCI および異分野融合研究論文の発表数（資料５～７に既出）に

つながっている。（資料１５は所内集計。比較校の値は参考値。） 
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資料１１（所のＨＰより抜粋） 

  

 

資料１２（所のＨＰより抜粋） 
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資料１３（所のＨＰより抜粋） 
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資料１４（所のＨＰより抜粋） 
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